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はじめに
喫煙抑制に関する現在の取り組みは、その即効性や効果において十分に機能していない。世
界の喫煙者は11億人で、2000年以降でほとんど変わらず、そのうち80%は低・中所得国に居
住している。何百万人もの人々が、リスクを伴う他のたばこ製品も使用している。世界保健機
関（WHO）によると、喫煙による死亡者数の予測はここ20年間で変わっておらず、今世紀末
までに10億人に達するとされている。2006年にWHOは、2030年までに年間800万人が死亡
すると予測したが、1 すでにそのレベルに達している。

既存のたばこ規制対策では、喫煙が原因となる死亡や疾病を減らすこと
ができない一方で、別の選択肢があり、それがたばこハームリダクション
（THR）である。現在、紙巻きたばこや一部のオーラルたばこなどのリスク
が高いたばこ製品を使用している人々にとって、THR は健康へのリスクが少
なく、より安全なニコチン製品（SNP）に切り替える機会を提供するもので
ある。紙巻きたばこの場合、たばこの燃焼によってタールや何千もの有害な
毒素を含むガスが発生する。それとは対照的に、SNP は不燃性でたばこ成
分を全く含まないものもある。ニコチン使用に関連した害を減らしたい人々
にとっては現在、ニコチンベイプ（電子たばこ）、加熱式たばこ製品、ニコチ
ンパウチ、スヌース、ニコチン置換療法などのより安全な選択肢がある。

たばこハームリダクションが効果的である証拠とは
直近に発表した報告書「世界のたばこハームリダクションの現状2024年：状況報告書」で
は、SNP使用者はすでに世界で少なくとも1億4,400万人いることが明らかとなったが、これ
らの製品のほとんどが過去10～15年の間に開発されたものである。同報告書では、世界中
のさまざまな国々において、より安全なニコチン製品が燃焼式紙巻きたばこの代替品として
普及していることを示唆した。また当研究では、SNP使用の増加と喫煙減少の間に関連性が
あることを示す確固たる証拠が示されている。

本資料では、本報告書で深掘りした3つの異なる大陸における3カ国が、加
熱式たばこ（THR）を支持する証拠を示す。日本における加熱式たばこ製品
の増加、ノルウェーにおけるスヌース使用の復活、さらにニュージーランドに
おける電子たばこ普及を取り上げ、SNPが紙巻きたばこの代替品となること
を示唆する最新データを提示する。

世界保健機関（WHO）によると、
喫煙による死亡者数の予測はこ
こ20年間で変わっておらず、今
世紀末までに10億人に達すると

予測されている。

当研究では、より安全なニコチン
製品の使用の増加とそれに伴う
喫煙の減少との間に関連性が
あるという確固たる証拠が示さ

れている。
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日本と加熱式たばこ製品
加熱式たばこは、2014年に日本で初めて販売され、その後の10年間で使
用量は目覚ましい伸びを見せている。喫煙率は、1970年に20～29歳男性
の喫煙率が79%に達したピーク時から、数十年にわたって低下傾向にあっ
たものの、2 加熱式たばこ（HTP）使用の増加は、紙巻きたばこ売上の大幅
な減少と同期していた。

2022年に、市場に全く新しい製品として発売されて以来、わずか8年後に男
性の17.9%、女性の6%がHTPを使用していた。3  一方、日本人の喫煙者数
は、2016年の男性29.7%と女性9.7%から、4 2022年には男性26.5%と女性
7.7%に減少した。5

HTPの成功は明らかであるが、近年の喫煙率が比較的緩やかに低下してい
ることについては、日本におけるHTP使用者のほとんどが紙巻きたばこも吸
っていることが明らかになった独立機関および業界主導の研究によって説
明がつく。6,7  これは重要なポイントで、なぜなら他の研究でも、HTP使用に
よって二重使用者の3分の2が喫煙本数を減らせたことが明らかになってお
り、8 こうした事実は日本の公衆衛生に重大な影響を与えた可能性があるか
らである。さらに、この点を強調した別の研究では、2016年から2019年まで
の紙巻きたばこ販売の減少は、2011年から2015年までの減少の5倍に上る
ことが明らかになっている。9

図1.

加熱式たばこは、2014年に日本
で初めて販売され、その後の10
年間で使用量は目覚ましい伸び

を見せている。

GSTHR.ORG 小売販売数量による日本のたばこ市場規模

販売量を比較した当方独自の「世界のたばこハームリダクションの現状」調査では、紙巻きた
ばこの消費本数が明らかに減少していることが示されている。フィリップ・モリス・インターナ
ショナルと日本たばこ産業の年次報告書および四半期報告書で発表された市場データによ
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ると、2015年の紙巻きたばこの販売本数は約1,823億4,000万本だった。2023年にこの数値
は52%減少し、わずか881億本、つまり942億本が減少した。一方で、その年のHTP（加熱式
たばこ）に使用されたたばこスティックの販売本数は、10年足らずで720億本に増加した。

では、日本でのHTPの成功の背景には何があるのか。なぜHTPは紙巻きた
ばこの代替品として利用されているのか。その主要因の1つには、より安全な
ニコチン製品であるという点がある。HTPデバイスは、たばこスティックを燃
焼させたり、煙を出したりするのではなく、デバイスに挿入して加熱する。こ
れにより、従来の紙巻きたばこと比較して、使用者の有害な化学物質への
曝露が減少し、10  HTPを使用する現在および過去の成人喫煙者を対象とし
た査読済みの科学的研究では、この違いによる重要性が明らかになってい
る。ある調査では、HTPは自分自身（90.6%）または他人（86.7%）にとって
害が少ないという信念が、HTP使用の最も重要な要因であることが判明し
た。11 続いて、個人的な楽しみ（76.5%）があり、74.4%はHTP使用が紙巻きたばこを吸うより
も社会的に受け入れられやすいと回答した。現在の喫煙者のうち、55.1%は禁煙に役立つこ
とを期待してHTPを使用していると回答した。

喫煙撲滅のための世界行動（旧称：禁煙世界財団）が実施した2019年世界喫煙状況世論
調査によると、日本の喫煙者が紙巻きたばこからHTPに切り替えた最も一般的な理由は、紙
巻きたばこの受動喫煙に伴う他人への健康リスクへの懸念（40%）であることがわかった。12 

これに続いて、HTPは自分の健康にはそれほど悪くないかもしれないとした回答者が36%、
喫煙が禁止されている場所ではHTPを使用できるとした回答者が35%だった。

日本人は新しい技術を試すことには並外れてオープンな気質である。フィリップ・モリス・イ
ンターナショナル（PMI）が名古屋でIQOS製品の試験運用を開始したきっかけの一つとな
り、日本がこうした新しい電子機器をこれほど急速に受け入れたもう一つの理由なのかもし
れない。また、高い衛生基準を維持しながら、国民への影響を軽減したい
という思いも、日本人のモチベーションとなっている。HTPは、燃焼式紙巻
きたばこのような煙、臭い、灰を出さないという事実が、HTP普及のスピード
に重要な役割を果たしたと言える。13

もう一つの要因は、他のSNPとの競争が比較的少ないことにある。たばこ産
業法の枠組みにおいて、HTPを非医療用たばこ製品として販売することは
認可されているが、14  日本政府はニコチンリキッドやベイピングデバイスの
販売を承認しておらず、電子たばこを事実上禁止している。そして最後に注
目すべき点は、日本政府がHTPに反対することも、強く支持もしていないと
いう点だ。むしろこの代替は、消費者自身の健康、そして他者の健康に対す
る懸念によって、圧倒的に推進されてきた。

ある調査によると、加熱式たばこ
は自分自身にも他人にも害が少
ないという信念が、日本で加熱
式たばこが使用される最も重要
な要因であることがわかった。

日本政府は、加熱式たばこ製品
に反対も強く支持もしていない。
むしろ、この代替は消費者自身
の健康や他人の健康に対する
懸念によって圧倒的に推進され

てきた。
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ノルウェーとスヌース
ノルウェーでは16世紀からたばこが吸われてきたが、15 スヌースにも長い歴
史があり、スヌースは挽いたたばこ葉から作られる煙の出ない口腔用製品
で、上唇の下に挟んで使用するか、ポーションスヌースと呼ばれる小さなテ
ィーバッグ状の袋、またはバラの袋で使用するものである。スヌースはたば
こを燃焼しないため、喫煙に伴う多くのリスクを回避でき、ノルウェー人は
200年以上前から使用してきた。しかし、より安全な製品が利用可能になっ
た1990年代後半になって初めて、その人気は高まり始めた。

ノルウェー統計局による統計では、過去数十年間におけるスヌース使用の
増加は、同国の喫煙率の劇的な低下と同期している。16 2005年には、16歳
から74歳までのノルウェー人の5%がスヌースを毎日使用していた。2023年
には、同年齢層のスヌース使用率は3倍以上の16%に達し、25歳から34歳
の男性では34%、女性では23%と高い数値となっている。

図2.

 

2023年に、16歳から74歳までのノルウェー人のうち、毎日喫煙する人はわず
か7%で、スヌースの使用者は、紙巻きたばこの2倍（16%対7%）になったこ
とになる。55歳から64歳までの女性の12%、同年齢層の男性の14%は依然
として喫煙している。だが、若いノルウェー人の間では喫煙はほぼなくなっ
た。2023年には、16歳から24歳までの女性のわずか2%、16歳から24歳ま
での男性のわずか4%が毎日喫煙していた。これを歴史的な文脈で捉える
と、データが入手可能となった最初の年である1973年には、16歳から24歳
までの男性の45%、女性の43%が毎日喫煙していた。スヌースが紙巻きたば
この代替品になりつつあるという確固たる証拠となるものだ。

GSTHR.ORG ノルウェーにおける喫煙率とスヌース使用率（2005～2023年）

男女別 女性 男性

スヌース使用はたばこの燃焼を
伴わないため、喫煙に伴う多くの
リスクを回避でき、ノルウェー人
は200年以上も使用してきた。

http://gsthr.org
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2017年が、スヌースの日常使用者が紙巻きたばこの喫煙者を上回った最初
の年であったことは注目に値する。17 2017年に、ノルウェーでは16歳から74
歳までの11%が紙巻きたばこを毎日吸っていたが、スヌースの日常使用者は
12%だった。紙巻きたばことスヌースの併用は確かに見られるが、非常に稀
であることが分かっている。ある調査によると、紙巻きたばことスヌースの
双方を併用している男性は6.8%だったが、毎日双方を消費していると回答
したのはわずか1%だった。18

では、紙巻きたばこの代わりにスヌースが使用されるようになった背景に
は、どのような理由があるのだろうか。まず、ノルウェーは、現在では欧州全
土で普及しつつあるたばこ規制法の多くを早期に導入した国であり、喫煙率
削減の取り組みにおいて先行していたという点がある。ノルウェー保健局は
ウェブサイトで、ノルウェーは「たばこ規制法を持つ国としてみなされている」
と述べており、たばこ規制の厳格さでは欧州トップ 5 にランクされている。20

ノルウェーは、たばこ製品の広告を禁止した最初の国の一つで、21 2004 年
には、アイルランドに次いで 2 番目に全国的な喫煙禁止令を導入した国と
なり、職場と公共の場所の双方での喫煙が禁止された。22 ノルウェーはま
た、2005 年に発効したたばこ規制枠組条約 (FCTC) を批准した最初の国
でもある。23

喫煙に対する偏見が高まるにつれて、紙巻きたばこに代わる新たな製品が登
場する土壌が築かれ、一方でノルウェーは長年スヌースと文化的に結びつい
てきたため、スヌースがこの役割を果たす可能性を秘めていた。重要なのは、
ノルウェーはEU加盟国ではなく、EU全体でのスヌース禁止の対象にならな
かったことだ。しかしながら、SNPの台頭は、より安全で使いやすく、喫煙者
にとってより魅力的な技術革新によって実現した。1990年代後半に製造工程
が変更されたことで、より害の少ないスヌースが利用可能となった。これらの
製品には、たばこ特有のニトロソアミンや多環芳香族炭化水素など、紙巻き
たばこの煙に含まれる主要な発がん物質の含有量が低く抑えられている。ま
た、市場に出回る製品の種類も変化し、以前のバラ売りのスヌースから、今で
はお馴染みのパウチ入りのスヌースが主流となった。24 新しいタイプのスヌ
ースは唾を吐く必要がなく、ユーザーにとってはより便利で、より幅広いフレ
ーバーが追加された。

ある研究によると、スヌースは「燃焼やたばこの煙に含まれる有害物質なし
でニコチンを摂取できること、禁煙となっている場所でも使用できること、
価格が手頃であること、そしてハームリダクションの可能性があると認識され
ていることなどから、従来のたばこの現実的な代替品として登場した」。25  
さらに「スヌースは三つのメカニズムを通じてたばこ消費量の減少に寄与し
てきた：禁煙手段としての役割、喫煙傾向のある若年層が喫煙を始める代
わりに選択する代替品としての役割、そして禁煙を望まない、あるいは完全
に禁煙できない喫煙者にとってのたばこ代替品としての役割である」と述べている。

2023年には、16歳から74歳まで
のノルウェー人のうち、毎日喫煙

する人はわずか7％だった。スヌー
スの使用者は、たばこを使用する
人の2倍（16％対7％）になったこ

とになる。

ノルウェーは、現在ヨーロッパ全
土で普及している多くのたばこ

規制法を早期に導入した国であ
り、喫煙率削減に向けた取り組

みにおいて先行していた。

スヌースの普及は、その安全性
や使いやすさを向上させる技術
革新によって初めて可能となり、
喫煙者にとってより魅力的なも

のとなった。
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スヌースは、燃焼式紙巻きたばこと同程度のニコチン含有量を持ち、26 使用
コストも低い。27 若者を含む多くの人々にとって、スヌースは紙巻きたばこよ
りも魅力的な選択肢なのは、紙巻きたばこ特有の臭いがなく、目立たずにニ
コチンを摂取できるからだ。また、ノルウェーでは寒さを避けるのにも役立
つ。スヌースは喫煙が禁止されている屋内でも使用できるが、喫煙者はバー
やレストランの外でしか喫煙できないからだ。しかし最終的には、消費者は
自らの判断でたばこハームリダクションを選択し、自分自身と周囲の人々の
健康を大幅に改善しようと努めている。

ニュージーランドと電子たばこ
ニュージーランドでは過去50年間、喫煙率が着実に減少してきたが、直近
10年間における電子たばこ製品の合法化と普及によって減少は加速してい
る。

2018年以前、ニュージーランドでは1990年の禁煙環境および規制製品法
に基づき、ニコチン含有の電子たばこ製品および電子リキッドの販売が禁
止されていた。そのため、ニコチンを含まない電子リキッドを使用した電子
たばこデバイスの使用は合法だったが、電子たばこの使用者数は非常に少
なかった。実際、2015/16年に初めて調査された時点では、15歳以上の日
常的な電子たばこ使用率は0.9%だった。28 この状況は、2018年にニコチン
含有の電子たばこ製品が合法化された後、特に2020/21年以降に電子たば
こ使用者が急速に増加し始めたことで変化した。 2023/24年度までに、日
常的な電子たばこ使用率は11.1%となり、前年の9.7%からわずかに増加し
た。これは、ニュージーランドにおける日常的な電子たばこ使用者の推定数
が、2015/16年度から2023/24年度の間に3万3000人から48万人に増加し
たことを意味する。

ニュージーランド健康調査によれば、2022年に電子たばこ使用の増加が喫
煙を上回ったことが明らかとなった。29 また、2023/24年には前述の通り、
電子たばこ使用率は11.1%だったが、15歳以上の日常喫煙率は2011/12年
の16.4%から6.9%に減少した。30 これは、2023/24年には推定30万人が日
常喫煙していたことを意味する。そして、下のグラフが示すように、電子たば
こ使用者と喫煙者数の差は今後拡大すると予測される。

消費者は自らの判断でたばこハ
ームリダクションを選択し、自分
自身と周囲の人々の健康を大幅

に改善しようと努めている。

ニュージーランド健康調査によ
ると、電子たばこ使用の成長が

2022年にたばこ喫煙を上回った
ことが明らかとなった。
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図3.

データを詳しく分析すると、マオリ族と太平洋諸島系の人々の電子たばこ使用率の上昇は、ニ
ュージーランドの他の民族グループにおける増加をはるかに上回っていることが示されてお
り、2022/23年にはマオリ族の27.7%、太平洋諸島系の人々の21.7%が電子たばこを使用して
いると報告されている。31 これは電子たばこの合法化以来の大幅な増加であり、2019/20年
から2022/23年の間に、電子たばこを毎日使用しているマオリ族と太平洋諸島系の人々の割
合は4倍以上に増加し、同期間に全体の電子たばこ使用率は2倍になった。32 2018/19年か
ら2022/23年の間に、マオリ族の成人喫煙率は33.4%から20.2%に低下した。33 さらに顕著
なことは、太平洋諸島系の人々の喫煙率の急激な低下によって、現在このコミュニティでの喫
煙者数は、2018/19年から2022/23年の間に24.7%から10.3%に減少した。34

しかしながら、ニュージーランドで電子たばこが紙巻きたばこの代替品とな
った理由は何だったのだろうか? 政府が果たした重要な役割は、第一にニ
コチン入り電子たばこ製品を合法化したことであり、第二に公衆衛生への潜
在的な価値について前向きなメッセージを発信することだった。2025年末
までに禁煙社会（成人の喫煙率が5%未満）を実現するという国家による目
標の一環として、保健省は喫煙者の禁煙支援における電子たばこの役割を
強調し、電子たばこを利用して禁煙を目指す人々のために、公式リソースを
提供している。同国の公的資金による医療サービス機関であるヘルス・ニュ
ージーランドが運営する禁煙支援リソース「スモークフリー・ニュージーラン
ド」は、「電子たばこ製品の使用は、禁煙しようとしている人にとって正当な
選択肢である」と述べている。35

GSTHR.ORG ニュージーランドにおける喫煙と電子たばこ使用の普及率（2007～2025年）

GSTHR 2024

予
測

出典：NZHS：ニュージーランド健康調査、WHO：2000～2025年のたばこ使用普及率に関する世界報告書（第4版）。
2025年までの予測は、電子たばこ使用者については2016年から2023年までのデータポイント、喫煙者については2021年から2023年までのデータポ
イントを線形外挿したもの

2025年末までに禁煙社会を実
現するという国家による目標の
一環として、保健省は喫煙者の
禁煙支援における電子たばこ
の役割を強調し、電子たばこを
利用して禁煙を目指す人々のた
めに、公式リソースを提供して

いる。

http://gsthr.org
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ニュージーランド保健省およびヘルス・ニュージーランドは、「Vaping Facts」というウェブサ
イトを通じて、36  電子たばこは喫煙よりも大幅に安全であるというコクランレビューの立場を
強調し、37 特に電子たばこ製品の使用時には燃焼が起こらないという事実と、電子たばこ製
品と燃焼たばこの併用が個人の禁煙への道のりの有効な一部になり得ることに焦点を当て
ている。38

では、同国で電子たばこを使用し始めた人々は、どのような理由を挙げているのか？現喫煙
者と元喫煙者を対象とした代表的な調査として、国際たばこ規制機構（ITC）のニュージーラ
ンド調査によると、電子たばこ製品を使用する主な理由には、たばこを喫煙するよりも節約
したいという動機があり、次いで喫煙量を減らしたい、禁煙したいといった動機も挙げられ
た。39

重要なポイント
日本、ノルウェー、ニュージーランドは、より安全な代替品を容易に入手で
きることによって、喫煙率がいかに劇的に低下するかを示唆している。わず
か10年足らずで、ニコチンの摂取方法に世界的な大きな変化が起こり、ニ
コチン使用者の半数以上が死亡するメカニズムだった一方で、より安全な
代替品の出現し、ニコチンによる害のほんの一部しか与えないまでに至っ
た。この変化は今後も続くと見られ、その原動力となっているのは主に喫
煙者自身である。

より安全なニコチン製品が、紙巻きたばこの代替品になるという確固たる
証拠は歓迎すべきものである。実際、SNP使用が紙巻きたばこを上回る国
々もある。燃焼式たばこの販売が世界的に前例がないほど減少した日本で
のケースは、規制によって進展が妨げられなければ、いかに迅速に前向き
な変化を達成できるかを示唆している。多くの国々において、SNPの入手可
能性は、禁煙目標の達成に極めて重要な貢献を果たしている。

こうした公衆衛生上の成果を支えている要因は、政府や公衆衛生機関に
よる積極的な介入よりも、むしろ許容範囲内で手頃な価格の製品が入手可
能であることや、消費者による関心の高さにあるようだ。政府や公衆衛生
機関、そして保健機関がより安全な製品への移行を積極的に支援していれ
ば、喫煙率は世界規模で急速に低下し、それに伴って健康状態の改善がも
たらされる可能性は、想像に難くない。

わずか10年足らずで、ニコチンの
摂取方法に世界的な大きな変化
が起こり、ニコチン使用者の半数
以上が死亡するメカニズムだった
一方で、より安全な代替品の出現

し、ニコチンによる害のほんの一部
しか与えないまでに至った。

政府や公衆衛生機関、保健機関
がより安全な製品への移行を積
極的に支援していれば、喫煙率
は世界規模で急速に低下し、そ
れに伴って健康状態の改善がも
たらされる可能性は、想像に難

くない。
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